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野木中 令和２ １１ ５

１が２つ並ぶ１１月は「いい○○の日」という記念日がたくさんあります。体や健康にまつわるものも

多いので、記念日には普段の生活を振り返ってみましょう。
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～新しい生活様式を踏まえた歯みがきのポイント～

＜チェックリスト＞

１ソーシャルディスタンスについての配慮や工夫

・生徒間に必要な間隔があるか。

・密にならないために水道利用の時間をずらして

いるか。

２室内の換気についての配慮

・窓を開け換気を十分にしながらの歯みがきか。

３歯みがき中の注意事項の周知徹底

・歯みがき中に私語をしない。

・できる限り上下唇を結んで行う。

・前歯の裏をみがく特はハンカチや手で覆う。

・手鏡を使用するときは鏡で口元を覆う。

４歯みがき剤の使用

・学校では原則禁止。使用の場合は最小限の量で。

５洗口場が込まないような配慮

・譲り合う気持ちを持つ。

・ソーシャルディスタンスを保ちながら並び待つ。 今年度から歯みがきの時には、ハンカチで口を覆

いながらみがくことになりましたが、毎日実施して

６洗口水が飛び散りにくいうがいの仕方か。 いる衛生検査の結果を見ると、ハンカチを忘れてい

・ブクブクうがいはできる限り少ない水量で。 る人がいます。学校は集団で歯みがきをしています。

・吐き出すときは低い位置からゆっくりと。 一人の油断が感染を招きかねません。手を洗った後

もどうしているのかなぁ・・・・。

～感染症対策に歯みがきが有効なのはなぜ？～

口が入り口となる感染（インフルエンザや新型コロナウィルスなど）の対策は、日ごろの「口腔健康管

理（歯みがきで歯垢を除去し、歯肉炎を予防するなど）」が大切です。それは、口腔内の歯垢を放置し歯

周病が重症化すると歯周ポケットが形成されますが、その原因細菌はたんぱく質分解酵素やノイラミニダ

ーゼを生産して放出します。それによりウイルスの吸着や拡散を助長するとされているからです。

給食後の歯みがきは、唾液の飛沫を心配するよりも、リスクの低減を図りながら実施する方が感染予防

の効果が大きいようです。家庭でも同様に新生活スタイルを踏まえた歯みがきをして、感染防止にみんな

で努めていきましょう。


